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を議会活性化の一環として、開始
６
月
定
例
会

６月
定例会

〈常任委員会・特別委員会の中で自由討議を実施〉

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
23
日
ま
で
開
催
し
た
。
予
算

関
係
１
件
（
補
正
予
算
）、
条
例
関
係
２
件
（
改
正
２
件
）、
一
般
議
案
２
件
、

報
告
２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
た
。

一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
た
ち
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

関
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
万
全
と
言
え
な
い
中

で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答　

所
得
要
件
を
審
査
す

る
項
目
で
、町
外
か
ら
の
転

入
者
が
、転
出
先
に
戻
ら
な

く
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
確
認
が
可

能
。ま
た
、健
康
診
査
等
に
お

い
て
、個
人
の
健
康
管
理
か

ら
予
防
を
含
め
、法
的
に
許

さ
れ
る
範
囲
の
中
で
管
理
で

き
る
こ
と
な
ど
が
今
後
見
込

ま
れ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の

危
険
が
大
き
く
、
住
民
が
不

利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
、
こ

れ
以
上
拡
大
す
る
べ
き
で
は

な
い
。
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上

げ
る
上
で
の
費
用
及
び
事
務

の
負
担
を
考
え
れ
ば
デ
メ

リ
ッ
ト
し
か
な
い
。

　

法
律
で
決
ま
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
現
実
に
シ
ス
テ
ム

と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
目
的
は
世
界
最
先
端
の

I
T
国
家
を
作
る
と
い
う
大

前
提
が
あ
る
。
宇
治
田
原
町

だ
け
が
実
施
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
に

つ
い
て
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

問　

平
成
27
年
度
の
事
業
で

繰
り
越
し
た
部
分
に
つ
い
て

の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

地
権
者
数
と
し
て
は
４

名
で
あ
っ
た
が
、
２
名
は
契

約
済
、
残
る
２
件
は
、
現
在

交
渉
を
継
続
し
て
い
る
。

問　

用
地
買
収
で
き
な
け
れ

自
由
討
議

じ
ん
芥
収
集
車
の

取
得
に
つ
い
て

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

ば
、
29
年
度
以
降
の
現
場
で

の
工
事
着
手
に
影
響
を
与
え

る
の
か
。

答　

28
年
度
分
及
び
繰
り
越

し
分
併
せ
て
、
早
期
に
交

渉
、
契
約
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
。
29
年
度
予

定
で
工
事
に
入
っ
て
い
き
た

い
が
、
ネ
ク
ス
コ
と
協
議
す

る
中
で
判
断
し
て
い
き
た

い
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

問　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い

て
、
別
契
約
で
す
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
別
契
約
で

は
な
く
、
当
初
契
約
と
す
べ

き
で
あ
る
。
な
ぜ
当
初
契
約

に
含
ま
な
か
っ
た
の
か
。

答　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
内
容
に
つ

い
て
、
協
議
す
る
中
で
決
定

し
た
か
っ
た
。
ま
た
、
準
備

期
間
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
今
後
、
変
更

契
約
で
の
対
応
と
し
た
い
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

現在のじん芥収集車

今
回
の
条
例
改
正

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
、
町
独
自
の
事

務
に
も
拡
大
。
情
報
漏

え
い
を
防
ぐ
完
全
な
シ

ス
テ
ム
構
築
は
不
可
能

で
あ
り
、
利
用
の
拡
大

は
、
情
報
漏
え
い
の
可

能
性
を
大
き
く
す
る
。

安
本
　
修
議
員

反
対
討
論

特
定
個
人
番
号
の

利
用
に
つ
い
て
の

条
例
改
正

ラ
ー
も
発
生
す
る
が
、
か
な

り
強
固
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
緊
張
感
を
持
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
る
メ
リ
ッ
ト

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
10
項
目
の
独
自
分
よ

り
も
も
っ
と
拡
大
す
る
べ
き

で
あ
る
。

（
可
決
・
賛
成
多
数
）

を議会活性化の一環として、開始
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議員間自由討議
６
月
定
例
会

家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る

問　

宗
円
生
家
の
進
入
路
改

修
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
計

画
全
体
構
想
の
中
で
の
位
置

付
け
は
。

答　

２
カ
年
か
け
て
観
光
振

興
計
画
を
策
定
し
、
あ
る
べ

き
姿
を
求
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
進
入
路
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
緊
急
的
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
実
施
し
た

い
。

問　

貴
重
な
観
光
資
源
で
あ

り
、
根
幹
的
な
部
分
は
町
が

整
備
す
べ
き
で
あ
る
が
、
地

元
生
産
森
林
組
合
と
協
議
し

全
体
計
画
に
沿
っ
て
年
次
的

に
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

く
つ
わ
池
自
然
公
園

に
つ
い
て
は
、
魅
力
あ
る
も

の
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
元
生
産
森
林
組
合
と

建
設
整
備
に
向
け
た
協
議
会

の
場
を
も
っ
て
、
定
期
的
に

開
催
し
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

駐
車
場
が
不
足
で
は
。

相
談
室
の
設
置
は
。
子
ど
も

用
の
ト
イ
レ
の
設
置
は
。

答　

駐
車
場
は
、
奥
の
方
ま

で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

完
成
時
に
区
画
整
理
を
行

＊
改
正
内
容

小
規
模
保
育
事
業
等
の
職

員
の
配
置
要
件
を
弾
力
化
す

る
。

＊
家
庭
的
保
育
事
業
と
は

家
庭
的
保
育
事
業
・
小
規
模

保
育
・
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
・
事
業
所
内
保
育
事
業
等

を
い
う
。

問　

現
在
、
宇
治
田
原
町
に

は
な
い
が
、
今
後
考
え
ら
れ

る
事
業
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答　

待
機
児
童
は
出
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
女
性
の

社
会
進
出
、
低
年
齢
児
か
ら

の
受
け
入
れ
が
多
く
な
る
傾

向
。
ま
た
、
少
子
化
を
防
ぐ

観
光
ま
ち
づ
く
り

促
進
事
業

地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
拡
張
事
業

く
つ
わ
池
の
整
備

くつわ池自然公園

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

施
策
も
打
ち
出
し
て
お
り
、

民
間
の
事
業
所
内
保
育
所
の

有
効
活
用
の
動
き
も
出
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
も

備
え
た
形
で
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
た
改
正
と
し
て
い
る
。

問　

全
国
的
に
見
れ
ば
、
保

育
所
等
の
死
亡
事
故
も
起

こ
っ
て
お
り
、
基
準
を
緩
和

す
べ
き
で
は
な
い
。
町
と
し

て
の
考
え
は
。

答　

規
制
緩
和
に
つ
い
て

は
、
安
全
面
に
お
い
て
慎
重

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、

保
育
士
と
同
等
の
知
識
あ
る

い
は
経
験
を
有
す
る
者
、
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

者
な
ど
、
一
定
の
資
格
を
持
っ

た
者
で
あ
る
の
で
、
保
育
士

が
確
保
で
き
な
い
状
況
に
お

い
て
、
や
む
を
得
な
い
規
制

緩
和
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
可
決　

賛
成
多
数
）

保
育
士
配
置
の
要
件

等
が
緩
和
さ
れ
る
が
、

全
国
で
は
規
制
緩
和
で

保
育
所
で
の
死
亡
事
故

が
増
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
命
と
安
全

を
脅
か
す
規
制
緩
和
で

は
な
く
、
基
準
は
厳
し

く
す
べ
き
。

今
西
　
久
美
子
議
員

反
対
討
論

家
庭
的
保
育
事
業

等
の
基
準
を
定
め

る
条
例

補
正
予
算
特
別
委
員
会

議員間自由討議
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う
。

相
談
室
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
相
談

体
制
を
整
え
る
。
ト
イ
レ

は
、
子
ど
も
用
の
便
座
へ
の

取
り
替
え
及
び
補
助
便
座
の

活
用
に
よ
り
、
２
カ
所
の
ト

イ
レ
を
有
効
利
用
し
て
い

く
。

問　

包
括
的
な
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
べ
き
で

あ
り
、
先
例
を
学
び
な
が
ら

い
ち
早
く
取
り
組
む
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　

宇
治
田
原
町
の
子
育
て

支
援
は
、
す
ば
ら
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
で
あ
り
全
国
的
な

問　

週
１
回
の
通
級
が
対
象

と
な
る
子
ど
も
達
に
対
す
る

指
導
・
支
援
に
適
し
た
も
の

な
の
か
。

答　

１
人
１
人
の
障
が
い
の

程
度
の
状
況
を
み
て
、
保
護

者
と
十
分
な
相
談
を
し
た
上

で
詰
め
て
い
き
た
い
。

問　

第
１
期
の
健
全
化
計
画

か
ら
第
２
期
健
全
化
計
画
の

２
年
間
分
の
推
移
の
中
で
、

第
１
期
の
５
ヶ
年
で
累
積
赤

字
が
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
第
２
期
の
最
初
の
年

も
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
第

１
期
の
反
省
を
活
か
し
て
、

第
２
期
目
の
２
年
間
の
総
括

と
考
え
は
。

答　

医
療
費
が
急
激
に
伸
び

て
い
る
中
、
特
定
保
健
指
導

や
生
活
習
慣
病
等
、
い
ろ
い

ろ
な
検
診
の
実
施
、
今
年
度

保
険
税
の
改
定
等
を
行
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
追
い
つ
か
な

い
状
況
で
あ
る
。
第
２
期
の

計
画
で
２
年
が
過
ぎ
医
療
費

問　

国
保
の
赤
字
財
政
は
、

全
国
的
に
構
造
的
な
問
題
で

あ
る
が
、
医
療
費
の
増
加
で

類
似
団
体
町
村
の
状
況
を
見

る
と
、
宇
治
田
原
町
の
１
件

当
た
り
の
医
療
費
が
大
き
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。
医
療
費

の
分
析
を
し
、
健
康
増
進
計

画
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
中

で
、
中
長
期
的
に
対
策
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答　

１
件
当
た
り
の
医
療
費

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
は
き
ち
っ
と
精
査
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
可
決
・
全
員
賛
成
）

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
拡
張
移
設
事
業
に
つ
い

て
、
職
員
室
の
奥
の
狭
い
ス

通
級
指
導
教
室
運

営
事
業

自
由
討
議

取
り
組
み
な
ど
情
報
収
集
を

行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ペ
ー
ス
で
の
運
営
が
解
消
さ

れ
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
非
常
に
良
い
こ
と
。
暫
定

的
な
措
置
と
い
う
こ
と
で
、

一
日
も
早
く
新
庁
舎
の
中
に

複
合
施
設
と
し
て
、
設
置
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
包
括
的
な
子
育
て
支
援

の
体
系
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

ま
た
、
通
級
指
導
教
室
運

営
事
業
に
つ
い
て
、
保
護
者

間
の
情
報
交
換
は
、
非
常
に

大
事
で
あ
る
。
保
護
者
の
方

は
、
我
が
子
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
不
安
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
中
で
、
他
の
保
護
者
の

方
た
ち
と
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
安
心
感
を
得
ら
れ
る

と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
保
護
者
の
方
の
ご
意
見

も
聞
い
た
上
で
、
是
非
と
も

そ
う
い
う
情
報
共
有
の
場
づ

く
り
を
期
待
す
る
。

現在の子育て支援センター

５月
臨時会

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
17
・
18
日
の

両
日
に
開
催
さ
れ
、予
算
関
係
１
件
（
補
正
予
算
）、

条
例
関
係
１
件
（
専
決
）
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

保
険
税
の
引
き
上
げ

も
あ
り
、
限
度
額
に
近

い
階
層
で
の
負
担
は
大

変
大
き
な
も
の
と
な

る
。町

と
し
て
、
国
保
財

政
へ
の
国
の
負
担
割
合

を
も
と
に
戻
し
、
引
き

上
げ
る
よ
う
国
に
物
申

す
よ
う
求
め
る
。

安
本
　
修
議
員

反
対
討
論

定
例
会
・
臨
時
会

（
承
認
・
賛
成
多
数
）

が
急
激
に
伸
び
て
お
り
、
残

り
２
年
で
解
消
し
て
い
く
の

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
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一般
質問
ズバリ！
町政を問う

６月14日

議員が行政全般にわたって執

行機関である町に対し、事務の

執行状況や方針などを質問しま

す。

主な内容について、各議員の

要約原稿を掲載しています。

一般質問

傍聴のご案内
宇治田原町議会の本会議を傍聴しませんか。傍聴のためには本会議当日に町役場２階総務課で受

付をしていただきます。議会の日程などはホームページ（http://www.town.ujitawara.kyoto.jp/）
をご覧いただくか、議会事務局（☎ 88‐6641）までお問い合わせください 。

質問者 件　名

１ 谷口　重和
１．ため池の改修を急げ

２．山手線・宇治木屋線の工事決定は

２ 今西久美子

１．防災対策の強化を

２．ゴミの戸別収集を

３．就学援助の拡充を

3 山内実貴子

１．英語に親しむ取り組みを 

２．防災マップの活用を

３．18 歳選挙権への周知と対策は

４ 垣内　秋弘
１．山手線、ルートの見直しは

２．新市街地の整備と見通しは

５ 内田　文夫
１．施設に於ける教育の捉え方は

２．一貫教育、施設一体型で

６ 原田　周一 １．5 歳児健診の実施を

一
般
質
問
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︻
答
弁（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
長
）︼

新
規
事
業
に
向
け
た
事
業

着
手
準
備
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

た
め
池
の
改
修
を
急
げ

︻
質　

問
︼

た
め
池
調
査
も
ほ
ぼ
終
わ

り
、
こ
れ
か
ら
水
の
不
必
要

な
時
は
た
め
池
の
水
量
調
整

を
防
災
の
観
点
か
ら
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
た
め
池

管
理
者
の
責
任
を
和
ら
げ
る

為
に
も
改
修
を
、
手
法
と
し

て
予
算
的
に
も
可
能
な
余
水

︻
質　

問
︼

住
民
会
議
に
お
い
て
要

望
・
陳
情
を
行
う
中
、
宇
治

田
原
山
手
線
全
線
開
通
と
、

宇
治
木
屋
線
工
事
の
確
約
・

確
定
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
、
工
程
作
業
に
入
る
の
は

い
つ
頃
か
。

︻
質　

問
︼

危
険
箇
所
や
不
備
な
設
備

︻
質　

問
︼

京
丹
後
市
で
は
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
実
用
化
に
向
け
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
本

町
も
交
通
手
段
と
し
て
十
分

研
究
す
る
余
地
は
あ
る
。
原

一
般
質
問

︻
答
︼町
の
補
助
金
等
を
活
用
す
る

︻
答
︼事
業
着
手
準
備
調
査
に
取
り
組
む

︻
答
︼ア
プ
リ
の
開
発
費
用
が
高
額

︻
答
︼本
町
の
特
性
に
応
じ
た
手
法
を

山
手
と
宇
治
木
屋
線
、工
事
決
定
の
確
約
、
確
定
は

ス
マ
ホ
で
見
つ
け
隊
の
設
置
を

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
研
究
を

り
、
本
町
と
し
て
も
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

を
確
実
に
進
め
る
。
両
道
と

も
事
業
化
と
な
れ
ば
、
工
程

も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

議員

谷 口 重 和

吐
け
で
の
水
量
調
整
工
事
、

そ
し
て
不
必
要
な
た
め
池
は

処
分
す
べ
き
で
は
。

︻
答
弁
（
総
務
部
長
）︼

施
設
管
理
者
、
所
有
者
の

責
任
の
再
認
識
。
そ
し
て
事

業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町

の
補
助
金
等
を
有
効
に
活
用

し
安
全
対
策
に
取
り
組
む
。

箇
所
等
が
あ
れ
ば
、
ス
マ
ホ

で
撮
っ
て
ピ
ク
チ
ャ
ー
と
事

情
を
役
所
へ
送
る
、
結
果
を

投
稿
者
へ
ス
マ
ホ
で
返
す
見

つ
け
隊
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
政
治
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
は
。

︻
答
弁
（
総
務
課
長
）︼

住
民
が
町
政
に
関
心
を
持

ち
、
ス
マ
ホ
世
代
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

の
は
町
を
担
う
人
材
育
成
か

ら
も
有
効
で
あ
る
が
、
ア
プ

リ
開
発
費
用
は
高
額
で
あ
り

費
用
対
効
果
の
検
証
も
必
要

と
考
え
る
。

課
は
ど
う
か
。

︻
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）︼

実
態
調
査
や
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
本
町
の
特
性
に
応

じ
た
手
法
を
研
究
し
見
出
し

て
い
き
た
い
。

危険なため池

宇治田原山手線
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防
災
対
策
の
強
化
を

︻
答
︼し
っ
か
り
と
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む

︻
答
︼必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、検
討
す
る

︻
答
︼引
き
続
き
検
討
す
る

ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
を

就
学
援
助
の
拡
充
を

︻
質　

問
︼

４
月
に
起
き
た
熊
本
地
震

は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
災
害

の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
平
時

に
自
治
体
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
が
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
町
と
し
て
教
訓
と

︻
質　

問
︼

ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

の
生
活
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
戸
別
に
ご
み
の
回
収
が

で
き
な
い
か
。

︻
質　

問
︼

経
済
的
に
困
難
な
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
支
給
さ

れ
て
い
る
就
学
援
助
に
つ
い

て
、
国
の
基
準
で
あ
る
ク
ラ

ブ
活
動
費
、
生
徒(

児
童)

会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
も
対
象

と
す
べ
き
で
は
。

︻
答
弁(

教
育
部
長)

︼

府
内
市
町
村
の
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上

一
般
質
問

す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

︻
答
弁
（
総
務
課
長
）︼

考
え
ら
れ
る
災
害
に
対
応

し
た
取
り
組
み
が
大
前
提
だ

が
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
防
災
訓
練
、
防
災
教

育
な
ど
が
必
要
不
可
欠
。
改

定
し
た
防
災
マ
ッ
プ
等
を
活

用
い
た
だ
き
、
災
害
に
対
す

る
心
構
え
を
日
頃
か
ら
考
え

議員

今 西 久 美 子

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

︻
質　

問
︼

災
害
時
に
地
域
防
災
計
画

が
し
っ
か
り
と
機
能
す
る
よ

う
、
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
。

︻
答　

弁
（
町
長
）︼

災
害
時
の
対
応
が
円
滑
に

行
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

︻
質　

問
︼

障
が
い
を
持
つ
方
や
、
高

齢
者
、
妊
婦
な
ど
が
利
用
す

る
福
祉
避
難
所
の
内
、
や
す

ら
ぎ
荘
は
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は

浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る
。

福
祉
避
難
所
を
増
や
す
べ
き

で
は
。

︻
答　

弁(

総
務
課
長)

︼

昨
年
、
新
た
に
2
か
所
を

指
定
し
、
４
カ
所
と
し
た
。

新
た
な
指
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

︻
質　

問
︼

罹
災
証
明
書
は
、
市
町
村

が
被
災
住
宅
の
調
査
を
行

い
、
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
も
し
も
の
場
合

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

担
当
課
職
員
の
日
頃
の
訓
練

な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

︻
答　

弁(

総
務
課
長)

︼

発
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
、
具
体
的
な
流
れ
の

再
確
認
を
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
り
に
む
け
検
討
す
る
。

︻
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）︼

近
年
、高
齢
者
世
帯
が
増

え
る
中
、戸
別
収
集
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。今
後
、

各
関
係
部
局
と
の
協
議
、ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、検
討
す
る
。

が
ク
ラ
ブ
活
動
費
等
を
対
象

と
し
て
い
た
。
本
町
の
実
態

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
精
査
し
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

福祉避難所

クラブ活動費も対象に
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︻
質　

問
︼

宇
治
田
原
町
を
観
光
の
町

に
と
進
め
る
上
で
も
英
語
は

大
切
な
言
語
に
な
っ
て
く

る
。
年
齢
を
問
わ
ず
英
語
に

親
し
め
る
よ
う
、
生
涯
学
習

と
い
う
考
え
の
中
で
、
全
町

的
に
英
語
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

︻
質　

問
︼

宇
治
田
原
町
防
災
マ
ッ
プ

が
改
訂
さ
れ
、
町
内
各
戸
に

配
布
さ
れ
た
。
防
災
意
識
を

高
め
、
そ
の
備
え
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
周
知
と
啓
発
を
。

︻
答
弁
（
総
務
課
長
）︼

今
回
配
布
の
防
災
マ
ッ
プ

は
2
分
割
か
ら
町
内
を
5
分

割
と
し
、
自
分
の
家
の
位
置

や
避
難
所
ま
で
の
経
路
が
わ

か
り
や
す
い
工
夫
を
加
え

た
。
区
長
会
で
説
明
を
し
、

今
後
も
自
主
防
災
会
の
訓
練

︻
答
︼A
L
T
の
先
生
と
事
業
内
容
を
調
整

英
語
に
親
し
む
取
り
組
み
を

一
般
質
問

︻
答
︼自
主
防
災
会
の
訓
練
等
の
機
会
を
と
ら
え
推
進

︻
答
︼18
歳
19
歳
に
啓
発
ハ
ガ
キ
送
付
、調
査
も

防
災
マ
ッ
プ
改
訂
版
の
周
知
を

18
歳
選
挙
権
へ
の
周
知
と
対
策
は

等
、
機
会
を
と
ら
え
防
災

マ
ッ
プ
の
有
効
活
用
の
説
明

を
行
う
。

︻
質　

問
︼

地
域
防
災
計
画
に
あ
る
防

災
週
間
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
計
画
は
あ
る
の
か
。

︻
答
弁
（
総
務
課
長
）︼

毎
年
防
災
展
示
を
行
っ
て

い
る
。
昨
年
は
図
書
館
に
も

防
災
関
連
図
書
の
展
示
も

行
っ
た
。
今
年
度
も
、
先
進

的
な
事
例
を
参
考
に
防
災
知

識
の
普
及
啓
発
を
図
り
た

い
。

︻
答
弁（
社
会
教
育
課
長
）︼

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
、

今
後
の
英
語
学
習
に
つ
い
て

は
、
A
L
T
と
事
業
内
容
を

調
整
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
英

語
に
親
し
め
る
機
会
を
設
定

し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
英
語

学
習
へ
の
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

︻
質　

問
︼

18
歳
選
挙
権
の
導
入
が
開

始
さ
れ
る
。
選
挙
権
の
行
使

へ
啓
発
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。
法
改
正
で
同

伴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
受

け
、
家
族
そ
ろ
っ
て
投
票
に

行
く
機
運
を
高
め
る
こ
と
か

ら
進
め
て
は
ど
う
か
。

︻
答
弁
（
総
務
課
長
）︼

本
町
で
は
18
歳
及
び
19
歳

議員

山 内 実 貴 子

を
対
象
に
啓
発
ハ
ガ
キ
を
送

付
し
た
。
ま
た
、
投
票
所
へ

の
子
ど
も
の
同
伴
に
つ
い

て
、
法
改
正
の
趣
旨
を
広
く

周
知
す
る
た
め
に
も
、
機
会

あ
る
ご
と
に
啓
発
に
努
め
た

い
。
さ
ら
に
年
齢
別
投
票
者

数
の
調
査
対
象
区
を
増
や

し
、
投
票
率
向
上
へ
つ
な
げ

た
い
。

英語で楽しく（ハロウィンパーティー）

１８歳選挙権啓発チラシ・ハガキ
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︻
質　

問
︼

府
は
今
年
度
新
規
事
業
化

に
向
け
事
業
着
手
準
備
調
査

費
を
計
上
し
て
い
た
だ
い

た
。
従
前
か
ら
の
課
題
で
あ

る
ル
ー
ト
、
法
線
の
見
直
し

が
未
確
定
で
あ
る
。
地
形
的

に
高
低
差
の
激
し
い
所
、
民

家
近
く
の
狭
隘
部
分
、
集
落

︻
質　

問
︼

新
市
街
地
整
備
は
長
年
に

わ
た
り
砂
利
採
取
と
埋
め
戻

し
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
平

成
25
年
８
月
に
認
可
期
限
が

満
了
し
た
が
３
年
間
延
長
さ

れ
た
。
今
年
８
月
に
完
了
す

る
の
か
。
現
状
の
進
捗
状
況

と
見
通
し
は
。

ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
発
生

時
土
砂
流
出
の
恐
れ
が
あ
り

端
々
に
溝
等
を
確
保
し
た
対

策
と
業
者
指
導
を
願
う
。

︻
答
弁（
建
設
環
境
課
長
）︼

今
年
度
末
頃
ま
で
の
見
通

し
で
あ
り
、
再
度
期
間
更
新

手
続
き
の
準
備
中
で
あ
る
。

ま
た
、
防
災
対
策
と
し
て

土
砂
流
出
を
抑
止
す
る
溝
の

設
置
を
指
導
す
る
。

︻
質　

問
︼

新
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
で
庁
舎
建
設
が
独
り
歩

き
し
て
い
る
。
身
近
で
親
し

み
や
す
い
庁
舎
と
は
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
い
。
南
北
線
の
整

備
と
周
辺
の
環
境
が
一
体
感

を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
が
。

︻
答
弁
（
町
長
）︼

新
庁
舎
の
場
所
は
特
定
で

き
な
い
が
、
シ
ビ
ッ
ク
交
流

拠
点
で
庁
舎
を
目
指
す
こ
と

に
よ
り
周
辺
の
土
地
利
用
や

山
手
線
へ
の
波
及
効
果
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。南

北
線
も
平
成
32
年
の
供

用
を
目
指
し
早
期
に
取
り
組

む
。

山
手
線
の
ル
ー
ト
見
直
し
は
早
急
に

︻
答
︼京
都
府
と
協
議
し
決
定
し
て
い
く

の
分
断
等
々
ル
ー
ト
が
決
ま

ら
な
い
と
調
査
も
進
ま
な

い
。
検
討
課
題
は
克
服
で
き

た
の
か
。

︻
答
弁（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
長
）︼

今
年
度
京
都
府
に
お
い
て

実
施
し
て
い
た
だ
く
調
査
の

中
で
、
最
適
ル
ー
ト
や
工
法

を
も
含
め
調
査
し
、
地
域
の

︻
答
︼再
更
新
準
備
中
、土
地
利
用
模
索

新
市
街
地
整
備
の
進
捗
と
ま
ち
づ
く
り
は

一
般
質
問

声
も
十
分
に
聴
く
中
で
京
都

府
と
協
議
し
、
事
業
評
価
委

員
会
に
図
っ
て
い
た
だ
く
。

︻
質　

問
︼

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
と
な

れ
ば
大
幅
な
ル
ー
ト
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。
住
民
へ
の

説
明
は
も
と
よ
り
理
解
と
協

力
が
前
提
と
な
る
。
今
後
の

進
め
方
、
手
順
及
び
工
程
表

等
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。

︻
答
弁（
建
設
事
業
部
長
）︼

ま
ず
は
、
京
都
府
に
事
業

化
の
決
定
を
い
た
だ
く
こ
と

が
最
重
要
で
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

議員

垣 内 秋 弘

早期のルート確定を

整備中の新市街地
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一
貫
教
育
、
必
然
的
に
施
設
一
体
型

︻
答
︼指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
い

︻
質　

問
︼

一
貫
教
育
に
於
け
る
施
設

一
体
型
か
分
離
型
か
の
重
要

か
つ
基
本
と
な
る
案
件
は
一

日
も
早
く
教
育
委
員
会
が
責

任
を
も
っ
て
提
示
す
べ
き
で

あ
る
。
少
子
化
が
加
速
す
る

中
で
必
然
的
に
一
体
型
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
平
然
と
無
視
す
る
の
か
理

解
に
苦
し
む
。

︻
答
弁
（
教
育
長
）︼

少
子
化
の
中
、
必
然
的
に

施
設
一
体
型
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
の
指
摘
を
真
摯
に

受
け
止
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
学
校
適
正
規
模
、
教
育

効
果
に
課
題
、
等
々
整
理
を

十
分
に
行
う
な
か
で
施
設
の

あ
り
方
を
判
断
し
た
い
。

︻
質　

問
︼

義
務
教
育
学
校
や
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
で
は
制
度

を
最
大
限
利
用
し
効
果
的
な

運
営
が
見
ら
れ
る
一
方
で
小

中
一
貫
教
育
を
標
榜
し
な
が

ら
も
、
実
際
に
は
単
な
る
教

員
の
交
換
授
業
や
小
中
学
校

合
同
の
学
校
行
事
な
ど
、
一

過
性
で
表
面
的
な
活
動
に
終

始
奔
走
し
て
い
る
学
校
も
少

な
く
な
い
。
又
多
く
の
自
治

体
や
学
校
に
と
っ
て
一
貫
教

育
は
未
知
な
る
分
野
な
の

に
、
国
が
示
す
標
準
型
や
身

近
に
先
行
例
が
な
く
不
安
な

試
行
錯
誤
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
大
き
な
混
乱
や
失
態
を

避
け
よ
う
と
、
当
り
障
り
の

一
般
質
問

な
い
安
全
運
転
に
陥
り
か
ね

な
い
。
こ
れ
で
は
改
革
は
進

ま
な
い
等
々
の
投
稿
記
事
の

指
摘
を
ど
う
受
け
と
め
ら
れ

る
か
。

︻
答
弁
（
教
育
長
）︼

若
月
前
品
川
教
育
長
の
ご

意
見
に
敬
服
を
す
る
。
と
り

わ
け
教
育
の
認
識
や
意
識
を

新
た
に
し
義
務
教
育
の
質
そ

の
も
の
を
変
え
て
い
く
と
い

う
ご
意
見
に
は
感
じ
る
も
の

が
あ
る
。

︻
質　

問
︼

教
育
長
が
決
意
と
し
て
述

べ
る
﹁
民
意
の
反
映
﹂
に
於

い
て
、﹁
一
貫
教
育
に
関
し

て
の
民
意
の
反
映
﹂
の
最
重

要
点
は
、
義
務
教
育
を
権
利

と
し
て
受
け
る
児
童
・
生
徒

及
び
そ
の
親
権
者
で
あ
る
両

親
の
意
の
反
映
で
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
民
意
を
如
何
な

る
方
策
で
お
取
り
に
な
る
の

か
、
具
体
的
に
説
明
願
い
た

い
。

︻
答
弁
（
教
育
長
）︼

教
育
施
策
に
於
け
る
民
意

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
25

年
12
月
に
実
施
し
把
握
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
。

︻
意　

見
︼

25
年
12
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
関
し
て
は
、
実
施
側
の
説

明
が
不
十
分
か
つ
具
体
的
提

案
で
な
く
答
え
に
く
か
っ
た

と
の
反
省
報
告
も
あ
る
事
か

ら
再
度
実
態
に
促
し
た
聞
き

取
り
を
実
施
す
べ
き
で
あ

る
。

議員

内 田 文 夫

歴史に残る維孝館門
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５
歳
児
健
診
の
現
状
は

︻
答
︼保
育
士
と
臨
床
心
理
士
が
観
察
し
て
い
る

︻
質　

問
︼

乳
児
健
康
診
査
は
３
歳
児

ま
で
、
各
成
長
段
階
に
合
わ

せ
た
健
康
診
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
３
歳
ま
で
の
健
診

で
は
、
集
団
行
動
な
ど
に
お

け
る
問
題
点
が
発
見
さ
れ
に

く
い
。
保
育
所
や
幼
稚
園
で

集
団
行
動
を
過
ご
す
過
程

一
般
質
問

で
、
軽
度
の
発
達
上
の
問
題

や
社
会
適
応
性
の
問
題
な
ど

が
、
顕
在
化
す
る
場
合
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

発
達
障
が
い
の
早
期
発
見

の
た
め
全
国
で
は
５
歳
児
健

診
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
本
町
の
取
組
み

は
。

議員

原 田 周 一

︻
答
弁
（
健
康
児
童
課
長
）︼

母
子
健
康
法
に
基
づ
き

「
幼
児
健
康
診
査
」｢

三
歳

児
健
康
診
査｣

を
実
施
。
３

歳
児
以
降
は
保
育
所
の
４
・

５
歳
児
に
対
し
保
育
士
と
臨

床
心
理
士
が
保
育
所
で
の
様

子
を
年
４
回
観
察
し
て
い

る
。専

門
的
な
視
点
を
取
り
入

れ
て
支
援
の
必
要
な
児
童
を

早
期
に
発
見
し
、
個
性
に
応

じ
た
支
援
の
方
法
の
検
討
な

ど
に
努
め
て
い
る
。

︻
質　

問
︼

小
学
校
と
の
連
携
・
情
報

の
共
有
化
は
。

︻
答
弁
（
健
康
児
童
課
長
）︼

４
・
５
歳
児
の
集
団
保
育

の
観
察
に
お
い
て
支
援
が
必

要
と
確
認
し
た
児
童
に
つ
い

て
は
、
保
育
士
と
臨
床
心
理

士
が
支
援
方
法
を
検
討
し
保

護
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
発
達
相
談
員
や

専
門
機
関
に
つ
な
げ
て
い
る
。

就
学
前
に
は
保
幼
小
連
絡

会
や
就
学
指
導
委
員
会
を
開

催
。
個
々
の
発
達
に
応
じ
て

配
慮
の
必
要
な
児
童
、
発
達

障
が
い
に
係
る
専
門
的
な
支

援
が
必
要
な
児
童
な
ど
、
関

係
機
関
で
の
情
報
共
有
を
行

い
、
途
切
れ
な
い
支
援
に
努

め
て
い
る
。

︻
質　

問
︼

町
外
の
幼
稚
園
に
通
う
児

童
に
つ
い
て
の
支
援
が
課
題

で
あ
る
が
、就
学
ま
で
に
全
て

の
児
童
へ
の
早
期
発
見
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

︻
答
弁
（
健
康
児
童
課
長
）︼

満
５
歳
児
は
町
全
体
で
89

人
。
内
49
人
が
保
育
所
で
そ

の
他
の
児
童
は
町
内
・
町
外

の
私
立
の
幼
稚
園
に
通
園
。

町
内
幼
稚
園
は
連
携
し
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

支
援
の
機
会
が
な
か
っ
た

幼
稚
園
に
対
し
て
も
、
今

後
、
園
訪
問
や
発
達
相
談
の

取
り
組
み
を
周
知
し
、
保
護

者
に
対
し
て
は
、
就
学
ま
で

に
発
達
の
課
題
に
気
づ
く
事

が
出
来
る
よ
う
、
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
る
為
の

啓
発
事
業
・
発
達
相
談
事
業

の
周
知
に
積
極
的
に
努
め

る
。

幼稚園バス

町立保育所
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議
会
改
革

議会基本条例に
基づく

議会改革の取り組み

地方議会改革のための議会基本条例が施行されて４年目を迎えようとしています。

この間、議会改革を目的とするのではなく、これを住民福祉の向上にどう役立てるか

という観点から、住民の皆様の声に耳を傾け、議会の活動の組み立てを見直して参りま

した。今回は、その取り組み内容について、ご報告させて頂きます。

議会報告会の開催
年２回（８月・２月）開催の定例化

委員会の閉会中の開催

特別委員会の設置

選任同意議案の取り扱い

これまでの年４回開催を原則毎
月開催へ

補正予算特別委員会および新庁
舎建設調査検討特別委員会

原則、選任者の所信聴取を実施 議員間討議（自由討議）の
実施

当分の間、討議する議案を選別
し、議員間討議を実施

意見交換会の開催
２常任委員会ごとに各種団体
等と意見交換および交流

委員会付託制度の導入

傍聴制度の改善

本会議審議体制から委員会審
査中心体制へ移行（２常任委
員会及び補正予算特別委員会）

誰もが気軽に傍聴できるシス
テムづくりのため、傍聴規則
等を改正
カメラ・ビデオ・録音等の持
ち込み原則自由
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ．町老連会長に就任されたご感想は。

Ａ．想定もしていなかった大役が当たり困惑し

ていたが、私の性格から断りきれずにお受

けしました。何もわからないので勉強しな

がら、皆様のご協力を得て任務を全うして

いきたいと考えています。

Ｑ．町老連の概要・方針等についてお
聴きします。

Ｑ．全国的に会員数が減少傾向と聞く
が、本町の実態と社会とのつなが
りは。

Ａ．本町の老人クラブは、今年 50 周年を迎え

節目の年に当たります。22 クラブ 1,346

人の会員で組織運営しています。基本方針

としては一人ひとりの生き甲斐の充実を基

盤に「健康、友愛、奉仕」の三大運動をは

じめとして多彩な活動を推進するようにし

ています。

Ａ．本町でも会員数は微減状態であり、若手高

齢者等の加入促進による組織強化と活性化

を図りながら地域社会の一員として、安心

して暮らせる地域づくりに役割を果たして

いきたいと考えています。

Ｑ．今後、必要に応じて改革すべきこ
とはありますか。

Ａ．各地区の会長が連合会の役員に当たるが、

連合会の長がなかなか決まらないので今後

は、地区ごとに回り持ちの方法も検討して

いきたいと考えています。

脇　田　勝
か つ

　行
ゆ き

宇治田原町老人クラブ連合会

趣味は
カラオケ・ゴルフ・グラウンドゴ
ルフ・野球観戦と多彩！

会 長 さん

今年、会長に就任された脇田勝行さんにインタ
ビューしました。

町老連の総会の様子
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今
号
の
表
紙

梅
雨
の
晴
れ
間
の
小
学
校

プ
ー
ル
で
の
一
コ
マ
…

「
水
難
事
故
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
着
衣
水
泳
を
体
験
し
授

業
を
受
け
る
児
童
た
ち
。

編
集
後
記

猛
暑
と
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
の
夏
。
子
ど
も
達
に
は

プ
ー
ル
遊
び
が
楽
し
み
な
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
宗
円
生
家
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
あ
じ
さ
い
が
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
ま
ち
な
か

と
少
し
違
う
さ
わ
や
か
な
風

が
吹
い
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
是
非
、
足
を
運
ん
で
み

て
下
さ
い
。
9
月
30
日
は
町

制
60
周
年
記
念
日
で
す
。
こ

の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
記
念

の
行
事
や
祭
り
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
あ
つ
い
宇
治
田
原
と
な

り
そ
う
で
す
。熱
中
症
な
ど
、

お
身
体
に
は
十
分
に
お
気
を

付
け
下
さ
い
。

広
報
編
集
委
員
長

山
内
実
貴
子

18 歳 選 挙 権 始 動
今夏、7 月 10 日投票日の参議院選挙より、選挙権年

齢が 18 歳に引き下げられました。
当議会では、投票率向上へ年齢別投票者の調査の拡充、

主権者教育、期日前投票の利便性などを提案して参りま
した。今後も効果的な投票率向上への取り組みを推進し
て参ります。

トライアルキッズ 風鈴まつり（奥山田）

参院選
府の18.19才の投票率
参院選
府の18.19才の投票率

（府選管 抽出調査）

53.8％


